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対日理解促進交流プログラム JENESYS2019 ASEAN 招へい第 27の記録 

 テーマ：日本語コミュニケーション・日本文化交流，対象国：東ティモール 

 

 

１．プログラム概要 

JENESYS2019 の一環として，東ティモールより大学生及び社会人（日本語学習者）  

18名が，2020年 2月 25日～3月 4日の 8泊 9日の日程で来日し，「日本語コミュニケー

ション・日本文化交流」をテーマとしたプログラムに参加しました。一行は，栃木県庁を

表敬訪問したほか，宇都宮大学農学部では環境問題と農業について学び，上智大学では国

際化する教育現場を視察し，国際協力とダイバーシティーのあり方などについて学びまし

た。また KAI日本語学校では，茶道と習字を体験し伝統的な日本文化に触れることができ

ました。プログラム後半は，栃木県内の一般的な農家のご家庭を訪問させていただき，雛

祭り雛人形の説明や和装体験，農家ならではの手作り料理など，大変貴重な体験ができま

した。プログラム中，一行は日本の文化，習慣に強い関心を持ち，各々の関心事項や体験

について SNS を通じて対外発信を行いました。プログラム最終日の報告会では，これら

の経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）について発表しました。 

 

 

２．日程 

２月２５日（火）【来日】 

【オリエンテーション】 

【講義】日本・東ティモール二国間関係（一般社団法人 日本外交協会） 

 

２月２６日（水）【学校交流】上智大学  

【視察】KAI日本語学校 

  

２月２７日（木）東京都から栃木県に移動 

        【視察】日光東照宮 

              【視察】エコツーリズム 

 

２月２８日（金）【表敬・講義】栃木県庁 

【学校交流】宇都宮大学 

【商業施設視察】ユニクロ宇都宮今泉店 
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２月２９日（土）【視察】有形文化財石塚邸 

【視察】馬頭広重美術館 

            【ホームステイ】入村式・民泊 

 

３月１日（日） 【ホームステイ】民泊 

 

３月２日（月） 【ホームステイ】民泊 

             栃木県から東京都へ移動 

 

３月３日（火） 【訪問】皇居前広場・二重橋 

【ワークショップ】 

【成果報告会】 

        【離日】 

 

 

３．プログラム記録写真  

  

2月 25日 

【オリエンテーション】 

2月 25日【講義】 

日本・東ティモール二国間関係 

  

2月 26日【学校交流】 

上智大学 

2月 26日【視察】 

KAI日本語学校 
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2月 27日【視察】 

日光東照宮 

2月 27日【視察】 

エコツーリズム NAOC 

  

2月 28日【表敬・講義】 

栃木県庁 

2月 28日【学校交流】 

宇都宮大学 

  

2月 29日【視察】 

有形文化財石塚邸 

2月 29日【視察】 

馬頭広重美術館 
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2月 29日【民泊】 

栃木県大田原市 入村式 

3月 1日【民泊】 

栃木県大田原市 

  

3月 2日【民泊】 

栃木県大田原市 離村式 

3月 3日【視察】 

皇居前広場・二重橋 

  

3月 3日 

【ワークショップ】 

3月 3日 

【成果報告会】 

 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ すばらしいプログラム内容だった。民泊はかけがえのない体験となった。日本人のホ

スピタリティーと強い責任感を感じた。 

◆ 茶道や習字を体験したことで日本文化の理解が深まった。日本語学習のモチベーショ

ンがより高まった。 
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◆ 日本の農業技術の高さに驚いた（栃木のスカイベリー等）。将来必ず日本を再訪したい。 

 

 

５．受け入れ側の感想（抜粋） 

◆ 上智大学 

本邦留学に強い意欲を感じた。複数の語学を操る能力はアドバンテージとなる。 

 

◆ エコツーリズム NAOC 

初めての雪を体験してもらえよかった。 

 

◆ 馬頭広重美術館 

浮世絵に関心をもってもらえ嬉しい。 

 

◆ 栃木県庁 

環境問題に関して高度な質問があり意識の高さを感じた。 

 

◆ 宇都宮大学 

バイオ技術開発やスカイベリーなど農産品の開発に関心を持ってもらえた。将来本校

に留学してもらいたい。 

 

◆ 民泊 

とても勤勉な学生たちで，一生懸命努力している姿が印象的だった。今まで知らなか

った東ティモールと言う国に強い興味が湧いてきた。とても誠実で気持ちの優しい学

生たちと知り合え暖かい気持ちになった。 

 

６. 参加者の対外発信 

  

【視察】KAI日本語学校についての発信 【訪問】日光東照宮及び【視察・体験】エ

コツーリズム NAOCについての発信 
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【民泊】栃木県大田原市についての発信 【視察】有形文化財飯塚邸及び【視察】馬

頭広重美術館についての発信 

 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表（抜粋） 

①各日本語センターでのセミナー開催：日本語や日本文化を紹介するセミナーやワーク

ショップを行い，日本で学んだことを広く共有する。 

目標時期：３カ月後 

②日本語検定試験の国内実施の実現：日本大使館の協力を仰ぎ実現へ尽力。JLPT 日本

語能力検定制度を構築し，東ティモール国内で受験できるようにする。 

③情報発信：SNSを活用し，情報発信を行うと同時に情報交換の場所を提供。Facebook

に JENESYS2019のページを立ち上げ，広く情報を共有する。 

目標時期：早急に実現 

 

事業実施団体：株式会社ＪＴＢ 

 


